








































語を MFDML と名付けた．さらに MFDML の記述やデータ構造の設定等について
は，GUI を用いてユーザを支援するためのツールを作成し，MFDML を活用した，






























ていない．また，MFDML にもとづく記録作成システムである MFD は携帯情報端末
として主流であるスマートフォンへの移植は不完全である．さらに，MFDML を配
信するサービスを構築してインターネットを介した簡易辞書機能のメンテナンスを可
能とするような改良が必要である．これらの問題点については今後解決する必要があ
る． 
今後は，ISO11783 (ISOBUS)に基づいたトラクタや作業機のデータを取得できる
ようなツールを開発し，また，携帯情報端末の情報流通ハブとしての機能の拡張や，
ヘッドマウントディスプレイ等の今後一般的に使用される外部機器との接続機能を開
発することで，より利便性の高い情報流通の可能性についても追求することが重要と
なる．本研究の成果を踏まえて，これらの課題に取り組むことにより，農業生産を効
率的に支援する次世代農業情報システムの実現が可能となるであろう． 
